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図 動物の分類
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メやコスモスが指標のキーポイントになる可能性があ
り、これらの植物を中心に今後分析を実施していきた
い。
おわりに
40年ほど前から「植物名と動物名をそれぞれ10個ずつ
記入してください」という質問を学校で行っているが、
時代背景、地域、学校、学年、男女によって回答する動
植物名が異なっているように思えた。例えば、タンポポ
がサクラを超えることはなかった。今回の調査でタンポ
ポが多くなったのは、おそらく小中学校や博物館などで
タンポポ調査が大規模に行われた結果ではないかと考え
ている。また、アライグマなどの外来種、ヤンバルクイ
ナのような希少生物、チワワやダックスフントなどの犬
の種名なども近年にみられる。また、ゼブラフィッシュ
という大学生で発生学を学ばなければ知らない魚も回答
中にあった。
これらのデータから、回答者の現状の把握や自然観を
知ることができるのではないかと思い分析を行った。な
お、この調査データは主たるものではなかったので、毎
年蓄積してしまい、処理をするのに時間がかかり、今回
は一部のデータのみの分析になった。
動植物名と小さい頃の自然体験、理科（物化、生物、
地学）への興味、小学校での実験・観察、AL学習観な
どとの相関について統計的処理を行った。動植物名と小
学校の実験・観察については興味深い結果は得られな
かったが、AL学習観とは有効なものが得られた。
小学校の実験・観察のうち「ヘチマなどの花が実にな
るようすを調べる」は女子では現在の AL学習観を育成
する契機となると考えられる。ほぼ全員が実施していた
ので分析から削除したが、「アサガオやヒマワリなどの
種をまいて育てる」などの長期に亘る観察も有効である
と思われる。ただし、男子については「ヘチマの実」の
実験には負の影響があった。小学校当時の男子は「ジャ
ガイモのデンプンをヨウ素液で調べる」のようなすぐに
結果の出る実験が AL学習観を育むのに有効であった。
動物名と AL学習観については、特有の動物名と学習
観には相関があるように思われる。ある高校では、イル
カと回答した者と他の動物を回答した者とに差があるこ
とがわかった。また、今まで回答者は虫の名前を記入す
る者はかなり少なかった。今回の分析で、ある高校では
割弱の者が10個の動物名中に虫の名前を回答してい
た。それらの者の AL学習観の平均値は3.75であり、か
なり高い値である。他の学校でも同じ傾向がみられると
すれば大変興味深い事象である。
堤中納言物語（平安時代）の一篇に「虫愛づる姫君」
という物語がある。毛虫を飼って蝶になるのを観察する
という内容であるが、当時でなくても風変わり、異様に
感じる人もいるだろう。
しかし、きれいな蝶だけを見るのではなく前身の毛虫
を観察してこそ蝶の本来の美しさが見えるという本質を
ついた話だと思う。虫を見るのも触るのが嫌いではな
く、「触り方」を知らなかっただけであり、体験させ、
気づかせることが必要である。虫を愛づる姫君や若君が
もっと育つような、いつでも自然を体験できる学校の環
境をつくることが望まれる。
今回は主に動物名について分析したが、多くの検討課
題が見つかった。今後、さらに植物名についても分析を
行い、動植物が学生や生徒の現状の指標になるかどうか
を検討していきたい。
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